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Unequal Childhoods: 
文化的再生産論の主要な論者であったブルデュ
i\
パ!ンスティ
ンが世を去ってから日十数年が過ぎた。彼らの仕事は、世代間の階級
秋山高範
格差がどのようにして維持され、再生産されていくのかを明らかにしようとするものであったといってよいだろう。ブルデュ
i
はハビ
トゥス概念を用い、パ!ンスティンはコ
i
ド理論を用いることで、
文化的再生産がどのようにして行われているのかを考える糸口を与えてくれた。双方、言語資本 問題につい 注目し、分析を行った
Univ. of Califomia Press 2003 
が、実際的な場面における一一一一口語資本の伝達につ て経験的に明らかにしたとはいいが い。柴野臼岡山は「階層的差異をおびたハビトゥスが、
スクーリングやしつけという教授的社会化行為または実際的
行為(育忠告白)を通して形成され のは明自である。だが、再生産論はその微視的メカニズムについては何も述べない」と、ブルデュ
i
理論の経験的分析の欠如を指摘して る
10
同様にパ
i
ンスティン
の理論については、小内透は「理論を裏付けるための実託研究が欠如しているという問題を指摘しておく必要があろう」と述べているここで紹介する匂君主え
SEES
らは、実諜に子どもの家庭に
入り込み、著者がコヌ
gaddεEZEZ
ルロ30σ
出向『高位。ロ」(「自然な」
観察)と呼ぶ質的謂査を行うことで、家{庭生活におい どのようにして言語資本の伝達が行われているのか、さら はどのよう 生活におい 重要な資源として 使され のかといった部分を経験的
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明らかに いる山
O本書巻末の付録において著者自身がブルデュ
i
理論についての解説を書いており、本書 的な部分 ブルデュ!
に大きく依っているのは明らかであるが、先に述べたようなブルデュ!理論の経験的分析の不足に対して貢献をなす仕事となっている。
そ
ういった点が評価され、本書 アメリカ社会学会から文化社会学最間後秀書籍賞などを受けている。著者ラリュ!は教育社会学・家族社会学を専門としており、特に質的調査に基づ た研究 行っている。現在は !ランド大学の社会学教授(二
OO
五年秋学期から一年間はスタンフォード大学行
動社会科 高等教育センターの研究員を勤め
00
六年秋学期よ
りメリ
iランド大学に着任)であり、著書には、同むき?えてき宮内向~
句。ミミQghS丸、むさき~EH
問、Jきた
S吉岡たさき芯
qN
記号むきミ、編
著に'HO民主町、何号室内守町、言。
qb
豆、~~川町ミ宮九円弘町内ONh
喜久，
Em~えさ込
がある。
それでは本書の紹介をしていこう。
で
は一つの小学校に単つ
九歳から十歳の子どもの家庭生活を 家に泊まりこむなどして調査して得られたデ
lタを使って書一かれている。なお、調査対象を選定
する際は、白人\黒人、ム中藤階級\労働者階級\貧鴎留の ×一一一日六カテゴリを設定し、各カテゴリから二人ずつを調査対象としている。この年齢を調査対象としたのは、両親がまだ子育てにかかりっきになっているが、余暇時聞を告律的 過ごす時顕であるという理由からだと著者は述べている。調査対象となった小学校は、部会の校であるわO
者向
EnvHSEと郊外の学校である∞さきの
つで、
円。項目円相cnyg。昆の生徒の多くは黒人労働者階級・貧間層の子どもである。
一方∞毛田口はH122
盟各自
O誌のある都市の暦辺の群胞に
あり、生徒は主に白人中産階級の家庭の子どもである。また殺の学
154 
校活動への参加の度合いも大きく異なり、∞毛告では
MMFF
活動が活
発に行われ、学校に対して親が意見する様子もみられるが、
F04
そ開門
EnvBO誌ではそのようなことはあまりみられない。このように対称的な
一つの小学校を取り上げて調査することで、階級間の
て
活動の違いを明らかにしようとしている。
続いて本書の内容についてみていこう。
の構成は大きく三部
に分かれているが、
それぞれが独立しているわけではなく、記述は
口MF
ムこ
ふ小
B71pt
り合っている。中産階級の家庭\労働者時級・貧困層の
家庭を交互に絞り上げ、著者がF323ag
区gg色(懸命な子
て)と呼んでいる中産階級
て方策と、FSE一個円。主主
(自然な成長)と呼ばれる労働者時級・貧困層の
て方策の差異
を際立たせるものになっている。まず第
部では、「日常生活の檎
成」として、学校外での時間の使い方について検討している。
ムヤ援措級の家躍の子どもは、ほぼ毎日何らか 課外活動の予定が
人っており、過街な予定を っていることが示される。活動内容はサッカー・野球といったスポーツが中心となっ おり 試合などのイベントの観戦のために、親が仕事の予定の調轄に腐心して る機子が描き出される。こういった課外活動には子ども
人に対しての
分だけで年間
000
ドルかかっているのだが、子どもは金銭に対し
て頓着しておらず、こういった生活状況を当然のもの して捉えいる。諜外活動で、「、ケ
l
ムのル!ル」にしたがって競技すること
を身に付けることは 学校生活、
ひいては将来の職業生活の局面に
おいても役に立つ事柄を身につけることにもなるのだが、
てに
おけるこういった作用こそ、まさに符生産の過程を示しているといえる。続く京では、労働者階級の黒人少年、護悶層の白人少女の家庭について述べられている。彼らは中産措級の子どもとは異なり、多くの自由な時閣をもっ おり、遊びの内容や遊び友達の選択、どう遊ぶのかといった点につい 自律性を与えられているし、
インフォ
i
マルな仲間集団の作り方、自分の時間をどう管理する かといった」とを学ぶことになる。しかし
フォーマルな一如での戦略を学ぶこ
とはないし、
フォーマルな屈での戦絡を学ぶ機会となるスポーツの
ような課外活動に親が参加させるのは子どもからの特別な要求があるときに恕られている。課外活動に対して、親は子ど の発達において決定的なものだとは考えていないためである。し し、子どもの活動に対して親が注意をあまり払わ ことは、 育てに対する無関心を示しているわけではな 。子どもの創造的発達を殺 責務とは考えておらず、子どもは特別 おもちゃや課外活動がなく も育っていくも だと考えているのだ。こういった労働者階級・諸問閣の 児方針を筆者は「
sgs
…関門。主主と呼んでいる。
次に第二部では、「言語使用」の局面について検討している。中
産階級の母親は、子どもがさまざまな経験を詩集で表現するこ重要性を強調しており、
に対する関心を
aぶしている。こう
いった関心から導かれる子脊て方針は、子どもの一一抗議を増やすことゃ、要約の仕方、理要な細部への注目、と った能力の育成に註結
することになるが、その結果子どもは、学校などの公的な状況において大人とうまくやっていくことに役立つ能力を身に付けることになり、重要なアドバンテージとなっていると著者は指摘する。親が子どもに何か指関する場面においても、労働者階級・箆困層とは違ぃ、なぜそうさせるのかについての説明を含めて指関をするし、くつかの選択肢の中 ら子ども 選ばせる いう形をとってい 。このような生活を通じて、絡がもっ言語能力を子どもも獲得することになる。その結果、子どもが「著作権」 いう一一一一以来を用いるなど、抽象的な概念ともすでに親しんでいる例がぶされている。子ど に対して強権的に詫しないこれら一
の「
g
ロロ叩江口仏ロロロル〈田氏。ロ」とい
う子育て方針は、身体的・感情的に削械を治粍させ が、こ やり方で子どもの潜主能力を最大線引き出すことが
てにおける最短
先事項になっているのだ。「
822agEgg
巴によって身につ
けた一一一一口語能力は、制度 権威(ここ は医者 例として挙 ている)とのやり取りにお て、子どもが力関係を大人側から自分へと移行させることに成功するまで 成果をみせる と なる。能力によって、自身の意見が他者によって評附慨される いう利益得ること なるのだ。しかしながら、中産階級の親であっても、子どもの意見を聞くばかりではなく、労働 階級・貧困層の親同様、子どもを子ども扱いす ことがあるのは注意しておく必要がある。対して労働者階級・貧閤踏の家庭では、親を含めて会話中の文は
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飽く、単語はシンプルである。子どもは、「何かをしろ・何か するな」と直接的な指ぷを受け、それに持
JJ円わずに従うというのが
普通のことである。指示を根拠付ける言葉を親は発しないが、指示自体が根拠となっているのだ。労働者階級・貧国間層の子どもは中産階級の子どもに比べて、大人を敬う態度がみられるし、大人と子どもの境界がはっきりすることになっている。
部でも触れられて
いたが、子ども 日常生活におけ 自律性 持っていて、中産階級の子どもに比べて消耗していないし 重要な社会的能力も身に付けてはいる。しかしこういった のは学校などの陛界で、中産階級の子どものもつ一言語能力のような力を発揮し い。一一一一口語能力の遣
E
子どもだけでなく親 含めてーが制度的 である学校生活においてどのような違いとなって現れるか 第三部で描き出容れることなる。第三部は「家族と諸制度」、特に家庭と学校制度との関係について取り扱っている。学校生活に対して、中産階級の税はしばしば介
入するが、労働者階級・誌困層 刻は教師やカウンセラーら リ
i
ダ
i
シップを発揮してもらおうとする傾向があることを示している。
中段階級の親は、教師に勉強而での子どもの取り扱い方への要求
を多くしているが、
その際には一一一一
m語能力などの文化資本・社会資本
を用いている。学校制度に介入することで がうまくやっていけるように、子どもが法く価値のあ 能力を身に付 るように親努力していることは、階級に基づくアドバンテージとなって る。だが、介入に ってよ 結果 得られるとは限らない。 税の努力を意識 なおらず むしろそ よって悩まされ、殺が制服組になるほど子どもの学習意欲がそがれ 場合や、親の介入が教
師がよしとする行動と異なり、受け入れられずに終わってしまうよ
156 
うな場合である。さらには、同じような社会的資源を持っていても「no
ロnm
スagE55E
がうまくいくとは限らないという偶然的な
要素もあると苦者は述べている。労働者階級の親も中産階級の組と同じように子どもの教育を気にしているものの、「悪いことをしな
というような点を気にし
ていたり、教師にアドバイスするよりもアドバイスをもらおうとするという点で通いがみられることが示される。また、教師・学校の方針に対する反発があり、学校と家庭 分離された状態にある。労働者階級の家庭では、殴られた 殴り返せという方針ゃ、推論に慕づく指閣をしても、
」とを聞かない場合は有効なやり方だとし
て体罰を用いる光景がみられ 学校制度とは相容れな
て方針
をとっていることがぶされて る。さらに組も合めて一一一一口語能力が高くないことは、中産階級が言語能力によって見えない利誌を得るのとは逆に、支配的な文化に同鵡できず、学校でうまくやって けないこ につ がっ いる機子を描いている。以上のように、質的諮査に基づくデ
i
タから、文化的蒋生産が行
われていく様子を描き出し きた著考であ が 最終案では小学校の卒業式の様子が描かれており、この
」れらの子どもがどのよう
に成長していくのかについて興味がもたれる ころであ 著者は追跡調査も検討し るようだが、是非やってもら た 。ポ
i
ル・
ウィリスは吋ハマ!タウンの野郎ども で中学卒業前後の労働者階級の「野郎ども」がどのようにして労働者にな か 見事
描き出したが、本書は追跡調査を行うことで、再生産過程をさらに精敏に明らかにしていける非常に有意義な第一歩であるといえる。階級聞の
への住居に比べ、人種聞の差異については多くは語っ
ていないが、そのことは本書の欠点ではなく、むしろ階級簡の差異を明らかにするという点で 有益な結果をもた当りしているの はないだろうか。
」のように優れた点をもっ
ではあるが、
気になる点を
つ挙
げておく。著者が導き出した
「nOD
口白
HA白色町民一色
gtc
ロ」と
「sgg
】
関門。毛同町」とい・つ
一つの子脊て類型における、自律性・創造性の位置
付けに関し である。著 も指摘しては るが「
838
スagE
〈由民。巴
は、子どもの能力を伸ばしてやろうとする育て方 はあるが、自律性を尊重するよりは、鋳型一にはめ込も 面も見受けられる。確かに子どもにいくらか選択の余地は残されてい のだ 、活動の大枠は親 よって規定されており、限定的な自律性を与えられているというのが適当だろう。逆に「
52
お]関門
ct宅同町」は子どもが育つ
に任せるという育て方で、権威的なしつけを行うものの、余暇活動に対して放校的な部分は、自律性・創造性を育む面がみられる。コーンは、職業条件 子育てにおいて 拐する価値に関す 分析を行職業条件の実一鷲的複雑性 高いほうが 育てにおいて子どもの自律的成長を重視する度合いが高いという関係がみられるこ を明らかにしている。中産階級のほうが自律性を重視した子育てをすると一一一一口い換えることができるが、「
852ag
一号阻ま色は自律性を育む
といえるのだろうか。子ども 言語能力を育むこと 支配的な文
化に親和的な人物になるということはいえるが、自律的・創造的な能力を身に付ける過程は本書では触れられていない。逆に、「
ggE
関門
O主}こでは自律性・創造性のはたらく余地が子どもに残されてい
るとされ、新しい遊びを子どもが考え出して楽しんでい 様子が描かれているのだが、言語資本の不足などから支配的文化と親和性を持つことができないため、将来において 発樺される余地は少ように思わ 。高く評価される価値である自律性・創造性だが、支配的文化の作法を身につけ 上でな れば有用性を持ち得ないということを示しているの は だろうか。先にも述べたように、追跡調査を行う中で、どういった過程で自律性・創造性が子どもに育まれ、発揮され、有用性を持つようになるのかを明らかにされ」とを期待したい。参考文献柴野自閉山、
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23
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ホックシールドが吋セカンド・シフト第二の勤務いでいうところの、「家の犬」のように調資者を扱ってもらうよう要請したと述べられていヲ心。
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